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九大 ･理 川 崎 恭 拍
下記のようなbistabilityをもつ非線型拡散方程式を考える;
孟 y(x,i)--Ll一芸 y(x,i)+F(y(x,i))〕 (1)
但 し F(y)--Ty･iy3でT,9>0｡従-て(1)は空間的に一様な定常剛 -±M･M-(6T/9)V2
の他に次の様な不均一定常解 (キンク解)をもっことが知られている;
y (I, i )-Mtank去 (x-x 乙) I-(29)~V2 (2)
ここで項 まキンクの中心の位置で吉はその巾である｡ 任意の初期状態y(I,0)から出発 して
充分時間が経った時(即ちと>1/上丁)の(1)の解の振舞を問題にする｡この時(1)の解は近似的に(2)
のようなキンク解及びその符号をかえた反キンク解の重ね合わせで表わされるであろう｡(この
様に表わされない時,即ちキンクや反キンクが互に近すぎてその identityを失うような短い時
間については解析的に取扱う有効な方法はなさそうである｡)それ以降の時間ではy(x,i)の形
はキンク(及び反キンク)の位置 txi(i))によってきまる｡このxi(i)の運動方程式は時間の適
当な単位をとって
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